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1 は じ め に  
本稿は，北方教育社（1929．6－1940．11）の秋田県同人加藤周四郎（1909－）の綴方評価論とその  







う全人評価の立場をとる。   
②①の立場が，知識の所有，非所有だけでなくその使い方までも統制しようとする立場とは  
逆に，教条化し，制度化した知識の枠組から自由な行動の主体を解放しようとする思想か  
らでている。   
③②は，その評価を行う主体が，統治の体系から自由な存在で，かつ，教育活動の主体（教  
師）であるかどうかにかかっている。  
④評価活動を公教育制度と国家意思を評価する作用として機能させる立場をとる。   
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至レリ」4 という状況を呈したのである。彼らはこのような「北方的環境に根底を置」き，「方法  
上の観念的な概論や空論を棄てて具象的な現賓の中に正路を開拓することを使命」5 として，「リ  





であると主張した人物である6。   
加藤の評価論についての先行研究としては木村元（1995）7が挙げられる。彼は，加藤を「教  
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法を工夫して，自らの子どもの生活把握に役立っ「個性調査簿」を作成したのである。   
以下では，訓令第20号に基づいて高等小学校用に制定された東京市小学校の「個性調査票」と，  
加藤の「個性調査簿」の比較を試みたい。東京市では1927年に調査票を制定して以降，1929年と  
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運  3裁縫の成練  
動   
1教室に於ける諸動作（名簿の粘呼道具の出入其他）  




力   撞 力      2憧操時に放ける懸垂  
走 力  1饅操時に於ける徒歩競走遊戯等   
人 柄  1日々の行動の観葉  
快活性  1日々の行動の観察  
自治心   1自分の始末  
2自治曹等の決議を苦行するか  
1人か災難にあって因ってゐる時  




正 直      2過失をした場合  
3遺失物を拾得した場合  
意  1友人との折合  
社交性      2人づきがよいか  
3人と話をする事を好むか  
1級長其他リーダーに推された場合  
統率能      2撃破内に起こりし事件の解決  
兼  1護操遊戯遠足扱金棒除等に於ての行動  
共同性      2手エ，裁鰯等に於ける共同製作の場合  
1約束をした場合  
兼任感      2宮番其他特別な任務を帯びた場合  
辛  1授業中に於ける注意の持積  
意 力      2困難な問題に出合った場合  
1身せ  
2机中の整頓  
清 潔          3学用品其他の所持品  
4書方，凰書，手工の成績品  
日常の坐作進退（友人及長上に封する挨拶，言軌  





他   
容  姿   
表1：加藤周四郎作成「個性調査簿」  
詩   
生産された作品の特異なる生活のものを摘記   散 文   
継続観凛（授業料，学級費，家事賛，茶話会費等々の納   
経 済  付状況および税金調べ）により，家庭の経済状態と経済   
意識の蛮行を見ようとするもの   
学級相互祝賀会の昼の会のメモ   誕生日   
好悪関係と偶発事項   その他   
肉体的関心のもとにおける子どもの意識傾向（これは肉   
性意識  体・意識ともに熟せるもの，肉体・意識の不均衡な状艶   
肉体・意識ともに未成熟など）   
高二なるがゆえの棚   志 望   
学習態度への学科好悪，社会性へのキネマ，音楽，食べ  好 悪  
もの   
地域的環境。（住宅地，商店街，雑居地など）   
兄弟姉妹の有無，その関係。   
環 境  
子どもの読書範囲   文 化   
家庭の経済状態，父兄の教養，家庭のイデオロギー関係  職 業   
の傾向。上部構造の基底となるもの。   






一般 官能      2物のわかり  
3新しい境遇に射する順應（新教材新教法新遊戯）  
知  1算術の應用問題解法  
推 理      2理科学習に於ける理論の蹄納並に應用  
能  3其他各科に於ける推論的質問應答  
1檜主観察による想像  
並  2想像圭の出来ばえ  










注 意      2不注意による誤（イ，講書の場合 ロ，苦寒の場  
合 ハ，算術計羊の場合）  
【出典：山稜武利「東京市小学校に於ける個性調査票」r心理畢研  
























が，子どもたちの悩みや願い，要求を捉え，記録することが可能であったことが示されている。   
また「個性調査簿」の項目は東京市のものと比べて圧倒的に少なく，職業，文化環境，好悪，  
志望，性意乱 誕生日，経済，散文，詩，その他の11項目である。子どもの能力に関する項目が  
なく，子どもの関心と家庭・地域の状況を中心に構成されている。記述はいずれも具体的に文章  






4 「共同研究」の実際  
加藤は「個性調査簿」の作成を通じて，学校の中でもとりわけ高等科の子どもたちに「個性的  
な自覚の落ち着き」繋があることを発見していった。これを「個人主義」ではなく「協働性」に  




高等科における「協働」として要求したのである。   
このような批評を求めた原因として，昼食抜きで当たり前となっている子どもたちを前に，加  
藤は「狭いモラル意識」盈を問い直す必要を感じていたことが挙げられる㌔この「解釈的批評」  
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時の理由や様子を書くようにと指導した。   
子どもは上述の題材を討議の過程で「生活手帖」偵に書きとっておく。「生活手帖」は，「作品  
行動へのメモの役目を果たすために，常に研究される」亜ものとされ，日々の授業や自分の関心  






されている。   
以下，具体的に実践記録亜を検討していきたい。やや長文の引用になるが，以下の検討に不可  
欠なものであるため，まずは五十嵐作品を紹介する。  











































具体性と子どもたちの認識のリアルさと行動についての関係を明示している。   
以上の「共同研究」の過程については，次のようにまとめることができよう。①綴方を提示す  
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川地：加藤周四郎の綴方評価論とその実際  









を作成していたことは高く評価されてよい。   
さらに，加藤の指導した「共同研究」の実際を分析し，子どもの作品のリアリズムと「解釈的  
批評」を通して，子どもたちが主体的に認識と表現と生活を変革していくことを目指した取り組  
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